大阪府福祉のまちづくり条例の一部改正（案）について

　大阪府では、高齢者や障がい者をはじめ、すべての人が自らの意思で自由に移動でき、その個性と能力を発揮して社会に参加できる「福祉のまちづくり」を実現するため、「大阪府福祉のまちづくり条例（以下「条例」という。）」を制定しています。　
　近年、インバウンドによる来阪者の増加や多様化する障がい当事者等のニーズなど、社会状況の変化に対応した、さらなる福祉のまちづくりの推進が求められる中、大阪府ではこれまでも、大阪・関西万博の開催に向けて、多くの方が利用する建築物のバリアフリー化を促進するため、条例改正（令和２年９月施行：ホテルのバリアフリー基準強化等）や大阪府福祉のまちづくり条例ガイドラインの改訂（令和５年５月：重度障がいに配慮したトイレのバリアフリー化促進等）等の取組を展開してきました。　
また、大阪・関西万博においても、「施設整備ユニバーサルデザインガイドラインの策定」や「設計・計画段階での当事者参画」が実施されるなど、建築物のバリアフリー水準の向上に向けた取組が各所で進められている状況です。
この度、大阪で暮らす方、訪れる方など全ての人が安全かつ快適に過ごせるバリアフリー都市・大阪の実現を一層推進するために、本条例に基づくバリアフリー基準の見直しを行い、多くの方が利用する建築物のバリアフリー水準の底上げを図ります。

《条例改正により見直す建築物のバリアフリー基準（案）》

１．トイレのバリアフリー化（トイレ内へのフラッシュライトの設置を義務化）
１－１　対象となる建築物　　　　
用途：特別特定建築物（条例第11条において特別特定建築物に追加する特定建築物含む）
規模等：床面積の合計が10,000㎡以上

１－２　バリアフリー基準の概要
　　　○火災の発生を光で報知する警報装置の設置
・不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、障がい者等が利用する（条例第29条において読み替えて適用する場合を含む）トイレに、火災の発生を光で報知する警報装置を避難上有効な位置に設けることを義務付け

２．トイレのバリアフリー化（大人用介護ベッドの設置を要する建築物の規模の引下げ等）
２－１　対象となる建築物
用途：特別特定建築物（条例付加分含む）
規模等：床面積の合計が5,000㎡超

２－２　バリアフリー基準の概要
　　（１）大人用介護ベッドの設置を要する建築物の規模の引下げ及び複数設置
・床面積の合計が5,000㎡を超える場合、延べ床面積の合計に応じて高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令（以下「政令」という。）第14条第2項に規定する便房への大人のおむつ交換をすることが出来るベッドの複数設置を義務付け
特別特定建築物の床面積の合計が5,000㎡を超え、10,000㎡以下の場合　１箇所
特別特定建築物の床面積の合計が10,000㎡を超え、40,000㎡以下の場合　２箇所
特別特定建築物の床面積の合計が40,000㎡を超える場合　当該床面積に相当する数に20,000分の１を乗じて得た数の箇所（その数に１未満の端数があるときは、その端数を切り上げた数）

　　（２）大人用介護ベッドの長さに係る基準の見直し
・（１）による大人用介護ベッドの長さは150cm以上とすることを義務付け

　　（３）大人用介護ベッドを設置した場合における案内設備への表示を義務付け
・政令第20条の規定により設ける案内設備に、大人用介護ベッドが設置されている便房の配置を表示

３．小規模店舗のバリアフリー化（義務化の対象となる建築物の規模の追加）
　３－１　対象となる建築物
　　　用途：百貨店、マーケットその他の物品販売業を営む店舗、飲食店、理髪店、クリーニング取次店、
質屋、貸衣装屋、銀行その他これらに類するサービス業を営む店舗
　　　規模等：延床面積100㎡以上200㎡未満（新築、増築、改築に限る）
	
３－２　バリアフリー基準の概要
○道等から利用居室までの経路のバリアフリー化を義務付け
・道等から利用居室までの経路のうち、１以上の経路に階段又は段を設けないこと。ただし、傾斜路やエレベーター等を併設する場合はこの限りでない。
・上記経路を構成する出入口は幅80cm以上及び通路幅は90cm以上とする。
・戸を設ける場合には、自動的に開閉する構造又は、車椅子使用者が容易に開閉して通過できる構造とし、かつ、その前後に高低差がないこと。

４．共同住宅（居住者用駐車場）のバリアフリー化
４－１　対象となる建築物　　　　
用途：共同住宅、寄宿舎
規模等：床面積の合計が2,000㎡以上又は住戸の数が20戸以上

４－２　バリアフリー基準の概要
○居住者用駐車施設において幅の広い駐車区画（幅3.5m以上）の整備を義務化
・居住者用駐車場に100区画以上の駐車台数を持つ大規模な共同住宅において、幅の広い駐車区画（幅3.5m以上）の整備及び、当該駐車施設から住戸までの円滑化経路の確保
・必要区画数：全駐車台数が100以上の場合に、幅の広い駐車区画を100区画ごとに１区画以上設置

５．今後の予定
（１）　令和７年９月府議会に提出予定
（２）　施行日は令和８年４月１日を予定
